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令和４年 12月東近江市議会定例会 発言通告一覧（一般質問） 

 

発言順位・議員名・会派名 １ 竹内 典子 公明党 

項  目 内     容 

１ 登校支援について (1) 本市の不登校児童生徒の現状を伺う。 

(2) 児童生徒成長支援室へ入室するためにはどうすればいいか伺う。 

(3) 東近江圏域の不登校支援に取り組んでいる団体が発行した「不登校/

ひきこもり サポートブック」についての見解を伺う。 

(4) サポートブックに記載されている不登校支援に取り組む団体との連

携を伺う。 

(5) フリースクール利用児童生徒支援補助金制度の創設を伺う。 

 

２ 出産・子育て応援交

付金事業について 

(1) 政府が実施する経済支援の制度内容及び次年度以降の取組を伺う。 

(2) 本市の妊婦全員面談や乳児家庭全戸訪問事業の具体的取組を伺う。 

(3) 今後、伴走型相談支援を実施するための課題を伺う。 

(4) 伴走型相談支援の充実に向けた人材確保、事業の継続的実施等の課

題を伺う。 

 

発言順位・議員名・会派名 ２ 吉坂 豊 公明党 

項  目 内     容 

１ マイボトル推進運

動について 

市全体の取組として推進できないか伺う。 

２ 冷水機の設置につ

いて 

(1) 本市の教育現場での熱中症対策を伺う。 

(2) 現在の小・中学校での設置数と今後の取組を伺う。 

(3) 現在の庁舎及び市管理施設への設置数と今後の取組を伺う。 

３ オーラルフレイル

について 

口腔フレイル予防教室の開催数とその内容と啓発活動について伺う。 

４ アイフレイルにつ

いて 

本市の取組と啓発活動について伺う。 

発言順位・議員名・会派名 ３ 市木 徹 東近江市民クラブ 

項  目 内     容 

１ 自治体ＤＸ（デジタ

ルトランスフォーメ

ーション）について 

(1) そもそも自治体ＤＸとは。 

(2) 東近江市自治体ＤＸ計画の内容は。 

(3) 自治体ＤＸに対し、見解は。 

(4) 東近江市自治体ＤＸの真の目的は。 
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発言順位・議員名・会派名 ４ 浅居 笑 東近江市民クラブ 

項  目 内     容 

１ 東近江市の難病支

援について 

(1) 難病の定義について伺う。 

(2) 全国と滋賀県、東近江市の難病患者数を伺う。 

(3) 本市の難病に対する考えと支援について伺う。 

２ 近江鉄道について (1) 一般社団法人近江鉄道線管理機構の運営体制や予算規模と、管理

機構の中で本市のイニシアチブをどのように発揮していくのかに

ついて伺う。 

(2) 近江鉄道全線無料デイが本市にもたらした影響について伺う。 

(3) また、今後同様の事業が行われた場合、市はどのように関与して

いくのか伺う。 

３ 学生の通学支援に

ついて 

ひとり親家庭で低所得世帯の学生への通学支援について市の見解

を伺う。 

発言順位・議員名・会派名 ５ 山本 直彦 東近江市民クラブ 

項  目 内     容 

１ 園児・児童・生徒の

新型コロナウイルス

感染症対策について 

 

(1) 現在の幼児施設、小中学校におけるマスクに関するルールを伺う。 

(2) 長時間にわたるマスクの着用は低酸素状態になるとの指摘もある

が、身体への悪影響をどのように分析しているのか伺う。 

(3) マスクに含まれる発がん性物質や、合成マイクロ繊維の吸入による

身体への悪影響をどのように分析しているのか伺う。 

(4) 11月以降の幼児施設、小中学校での陽性者数の累計、そのうちの発

症者数を伺う。 

(5) 発症者の中で症状の重い例について具体的な症状を伺う。 

(6) 現在の学級閉鎖、学年閉鎖、休校・休園の基準を伺う。 

(7) 現在の幼児施設・小中学校での濃厚接触者の取扱いを伺う。 

(8) 給食時に黙食及び飛沫防止用のアクリル板パーテーションの使用を

続けている目的と効果を伺う。 

(9) 福岡市などで行われている黙食緩和の取組についての見解を伺う。 

(10) 長時間にわたるマスクの着用や黙食、身体的距離の確保などが園児

や児童生徒に悪影響が出た場合は、自己責任または保護者の責任なの

か伺う。 

(11) ６箇月以上の乳幼児もワクチン接種努力義務の対象となったが、そ

の目的と期待される効果、安全性また危険性を伺う。 

(12) ５歳から 11 歳の小児のワクチン接種による効果をどのように分析

しているのか伺う。 

(13) 小児のワクチン接種後、長引く副作用や後遺症の報告はないのか伺

う。 
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２ 国道307号バイパス

整備事業について 

令和３年６月以降の各自治会での協議の状況と今後の計画の見通しを

伺う。 

 

発言順位・議員名・会派名 ６ 森田 德治 東近江市民クラブ 

項  目 内     容 

１ 企業立地と雇用の

創出について 

 

 

 

(1) 令和４年度の新規企業誘致の取組について伺う。 

(2) ウィズコロナ・ポストコロナ社会を見据えた、企業立地の促進と雇

用の創出施策について伺う。 

(3) 市有地で企業誘致が見込める規模の土地はあるのか伺う。 

(4) 企業誘致を推進するための市街化区域等の見直し、工業団地の計画、

誘致場所のインフラ整備の考え方及び新規の工業用地の確保について

伺う。  

(5) 人材確保の施策について伺う。 

 

 

 

２ 定住・移住、ＵＩＪ

ターンの支援につい

て 

(1) 定住・移住の促進について伺う。 

ア 近隣市町等への人口流出の原因分析を行い、社会増となる取組は

出来ているのか伺う。 

イ 定住移住相談会や移住推進イベントの参加、オンライン相談や移

住体験などの成果・課題等について伺う。 

ウ ＷＥＢを活用した移住ＰＲ及び移住推進イベントの開催などによ

る移住の促進について現状を伺う。 

エ 市民子育て住宅取得事業・市民結婚新生活支援事業・市民定住住

宅リフォーム事業の進捗状況(成果・課題等)について伺う。 

オ Ｕターン者住宅取得事業の進捗状況(成果・課題等)について伺う。 

カ 空家バンク物件改修等補助事業の進捗状況(成果・課題等)につい

て伺う。 

(2) 若い世代の定住促進について伺う。 

ア 結婚相談などの支援事業についての進捗状況(成果・課題等)につ

いて伺う。 

イ 定住・移住希望者への就労支援における進捗状況(成果・課題等)

について伺う。 

ウ 事業全体の評価について伺う。 
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発言順位・議員名・会派名 ７ 西﨑 彰 東近江市民クラブ 

項  目 内     容 

１ 上下水道事業にお

ける地方債の償還に

ついて 

(1) 公的資金について、各事業における地方債の元金及び利子残高はい

くらか。また最も高い利率は何パーセントか。 

(2) 公的資金は高金利のように見受けられるが、公的資金借入分につい

て、民間で行われている借換え等はできないのか。 

(3) 過去に負担軽減策として借換え制度があったが、本市では行ってい

ないのか。 

(4) 補償金免除繰上償還制度の再実施の予定はないのか。 

２ ＪＲ能登川駅の長

寿命化について 

(1) 現在のＪＲ能登川駅における修繕や故障対応はどのようなものがあ

ったのか。また、どれくらいの経費がかかったのか。 

(2) 修繕や故障対応中に、住民や利用者に不便は生じなかったのか。 

(3) 市は今後のＪＲ能登川駅の長寿命化対策をどのようにするのか。  

発言順位・議員名・会派名 ８ 青山 孝司 東近江市民クラブ 

項  目 内     容 

１ 自治体ＤＸの推進

について 

(1) 国が進める自治体ＤＸ推進計画の中の、重点取組事項６項目につい

て、本市における取組状況を伺う。 

(2) 今後の自治体ＤＸ推進に向け何が大切か、また何をするべきか伺う。 

(3) デジタル田園都市国家構想推進への取組状況を伺う。 

(4) デジタル化推進室の担う役割について伺う。 

発言順位・議員名・会派名 ９ 森 鉄兵 東近江市民クラブ 

項  目 内     容 

１ 教育データ利活用

ロードマップについ

て 

(1) 教育データ利活用ロードマップで示されている短期の目標４項目に

ついて、本市の現状を伺う。 

(2) 本市における教育データの蓄積の現状を伺う。 

(3) 本市における学習履歴の蓄積の現状を伺う。 

(4) ＩＣＴを活用した日常的な学びの現状を伺う。 

(5) 教師側のアップデートや人材育成について、本市の対応を伺う。 

２ 青少年教育におけ

る野外活動について 

(1) 本市の青少年教育において、野外活動の重要性をどのように考えて

いるか伺う。 

(2) 本市の青少年教育において、どのような野外活動を実施しているの

か伺う。 

(3) 本市にある野外活動施設及び宿泊を伴う合宿やキャンプなどに利用

できる野外活動施設について伺う。 
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発言順位・議員名・会派名 10 鈴木 則彦 東近江市民クラブ 

項  目 内     容 

１ 第２期中心市街地

活性化基本計画から

見た中心市街地の現

状について 

 

(1) SATSUKI-RO がオープンしたが、施設の概要と、市が SATSUKI-RO に

期待することを伺う。 

(2) 通行量調査結果から読み取れる現状と、通行量を増加させる具体的

な方策を伺う。 

(3) 飲食業の店舗が増加しているが、２期計画に記載されている事業所

の増加に向けた取組について、今後の方向性を伺う。 

(4) キッチンカーの通年設置の反響を伺う。 

(5) 屋外空間の滞在快適性の向上について市の見解を伺う。 

 

２ ふるさと納税につ

いて 

(1) 額の推移、返礼品取扱業者数、返礼品の品数など、現状を伺う。 

(2) 地元産品のブランド価値を上げ、寄附額増額の目標は達成されたの

か伺う。 

(3) 市民税の獲得競争のようになっている現状を市はどうとらえている

か伺う。 

(4) 寄附額の半分を市の収入とした場合、流出超過になってはいないか

伺う。 

(5) 今後の寄附増額に向けた具体的な戦略を伺う。 

 

発言順位・議員名・会派名 11 西村 和恭 東近江市民クラブ 

項  目 内     容 

１ 雪寒対策について 今シーズンの雪寒対策の概要と、昨シーズンの状況を受けての対応策

や改善策を伺う。 

２ 主要地方道多賀永

源寺線の整備促進に

ついて 

主要地方道多賀永源寺線の整備促進についての市の見解と県の対応に

ついて伺う。 

 

３ エコツーリズムの

推進と博物館構想に

ついて 

(1) エコツーリズム推進法の認定を受けたことによるメリット、事業推

進における課題と今後の事業展開について伺う。 

(2) 博物館構想策定のねらいと見えてきた課題について伺う。 

(3) （仮称）森の文化博物館の役割や機能などの概要、期待する効果に

ついて伺う。 

(4) 候補地の選定基準について伺う。 

(5) 構想に掲げる方針の具体策を伺う。 
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発言順位・議員名・会派名 12 西澤 由男 東近江市民クラブ 

項  目 内     容 

１ ガリ版発祥の地と

しての現状と今後に

ついて 

(1) ガリ版伝承館に収蔵されている資料整理の進捗状況は。 

(2) 現在の関連業務の状況と今後の運営の見通しは。 

(3) 今後どのような成果を期待して事業を進めていくのか。 

(4) 南極新聞やエジソンからの手紙が見つかったことによりどのような

影響や変化があったか。 

(5) その変化や影響に対する市の体制は十分か。 

(6) 現在開催中の志村章子さんの企画展のＰＲに対する支援の考えは。 

(7) 特権的財産ともいえる新ガリ版ネットワーク運動の活用方法は。 

(8) 寄贈品の収蔵と分類整理、資器材の有効利用や資料・作品群の学術

的評価と展示などの事業は、発祥の地の名誉ある使命ではないかと考

えるが見解は。 

(9) 新ガリ版ネットワークに市の支援の可能性はあるか。 

(10) ガリ版を大学講座の一つとしての編入することについて、新しい芸

術の表現法として再評価され、未来に向けても再展開の可能性が出る

のではと考えるが見解は。 

(11) 新たな施設整備の可能性は。 

(12) 施設整備について、関連企業の周年事業や企業版ふるさと納税での

資金調達等の可能性は。 

(13)『ガリ版の発祥の地』・『ガリ版の聖地』としての使命を誇りをもっ

て果たすことで、当市のシティプライドの醸成につながると考えるが

見解は。 

(14) ガリ版・木地師・近江商人 三大発祥の地を有する本市の使命とし

て、研究者の期待に応えられるよう整備が必要と考えるが見解は。 

発言順位・議員名・会派名 13 中村 和広 新政無所属の会 

項  目 内     容 

１ 子育て支援につい

て 

(1) 高校３年間の医療費助成を実施した場合の想定される予算を伺う。 

(2) 医療費助成において、世帯所得として計算した場合、両親とも低所

得の世帯や、家庭内で介護をされている場合なども対象と出来ないか

伺う。 

(3) 医療費助成を拡大していくことに対する市の考えを伺う。 

２ 雪野山古墳の国宝

指定に向けた周辺整

備について 

(1) 雪野山古墳周辺の駐車場整備の計画について伺う。 

(2) 大型バス用の駐車場整備について伺う。 

(3) あかね古墳公園の大型バス出入りのための整備計画について伺う。 

(4) 船岡山の今後の整備計画について伺う。 

(5) 県道高木八日市線の歩道整備計画について伺う。 
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発言順位・議員名・会派名 14 井上 均 新政無所属の会 

項  目 内     容 

１ 福祉行政の先駆的

な取組や新たな展開、

拡充策について 

 

 

 

 

(1) 地域包括支援センター事業を担う社会福祉士、主任ケアマネジャー、

保健師の三職種の職員数と割合、介護予防ケアプランの年間総数と委

託数を伺う。 

(2) 三職種の拡充策と職責のあり方を伺う。 

(3) 多職種連携の地域包括ケアの医療分野を地域医療連携推進法人が担

うのか、また担う場合の政策を伺う。 

(4) 重層的支援体制整備において、障がい者や難病の方に対しての支援

体制で、創意工夫が必要な点と、その政策的取組を伺う。 

(5) 地域包括ケアに関し、新型コロナ感染症等で急変した生活困窮や貧

困対策・保護政策について実施すべき重点施策を伺う。 

(6) 生活福祉資金の特例貸付が終了し返済が始まるが、返済免除や猶予

件数と社会福祉協議会などとの役割分担や新たな制度創設の考えを伺

う。 

(7) 子ども相談支援事業について、外部団体との協働や、ＤＸ（デジタ

ル・トランスフォーメーション）活用などの考えを伺う。 

 

２ 公共交通のあり方、

財政負担の考え方、福

祉的交通の方向性に

ついて 

(1) 地域の公共交通を担う、鉄道・バス・タクシー等の民間事業者の適

正な利益確保と事業者が行う新たな取組への誘導策を伺う。 

(2) 近江鉄道利用実態調査結果において、利用状況の数値の特徴的な点、

また、通学の実質割引となる近江鉄道定期券購入支援事業が今年度実

施されていない経緯と今後の対応を伺う。 

(3) 公共交通の費用を負担する交通税・負担金制度に対する市の考えと、

鉄道利用への転換誘導策及び財政負担の考えを伺う。 

(4) バリアフリー新法による、公共交通機関として明確に位置づけられ

ているタクシーなどの福祉的交通の方向性と政策課題を伺う。 

 

発言順位・議員名・会派名 15 廣田 耕康 日本共産党議員団 

項  目 内     容 

１ 学校給食費の無償

化を 

(1) 学校給食の保護者の年間負担額を問う。 

(2) 学校給食の果たしている役割を問う。 

(3) コロナ禍、物価高騰の中での子どもの貧困について認識を問う。 

(4) 食育としての学校給食が義務教育の中での意義、役割を問う。 

(5) 「学校給食法第 11条は自治体の負担を妨げるものではない」との政

府見解について市の見解を問う。 

(6) 本市の学校給食の無償化について市の見解を問う。 
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２ 生活保護の活用を

広げるために 

(1) 生活保護申請件数等について 

ア 過去５年間の生活保護相談件数、申請件数、決定件数を問う。 

(2) 権利として生活保護について 

ア 生活保護のしおりへの記載について問う。 

(3) 扶養照会について 

ア 生活保護のしおりへの運用改善の記載について問う。 

イ 扶養照会の状況を問う。 

ウ 扶養照会件数と協力を得られた件数を問う。 

発言順位・議員名・会派名 16 山中 一志 日本共産党議員団 

項  目 内     容 

１ 脱炭素社会につい

て 

(1) ごみの分別について。 

ア 庁舎内での分別の状況は。 

イ 市内ごみ収集時の分別状況は。 

(2) コンポストでのごみの減量について。 

ア 市内で排出されるごみの総量とその中に含まれる生ごみの量は。 

イ 中部清掃組合への負担金中、ごみ焼却にかかる燃料代と負担金に

占める割合は。 

ウ コンポストの普及についての考えは。 

２ 文化財保護につい

て 

(1) 東近江市内の指定文化財について。 

ア 国、県、市が指定した文化財の件数は。 

イ 保存修理や防災施設の設置にかかった費用は。 

ウ 文化財の公有化の計画等の有無とその内容は。 

(2) 未調査・未指定・未登録の文化財等の調査について。 

ア 調査計画の有無と現在の調査状況は。 

イ 伝承者が持つ情報の調査・保存は。 

(3) 有形・無形・埋蔵文化財について。 

埋蔵文化財の史跡件数、調査件数、金額と調査事例は。 

(4) 東近江市文化財保護審議会の開催状況や内容は。 

３ 国民健康保険につ

いて 

(1) 第 1期滋賀県国民健康保険運営方針について検証は行われているの

か。 

(2) 保険料について。 

ア 資産割の廃止について、その達成は。 

イ 標準保険料と実際の保険料はどのように決められたのか。 

ウ 激変緩和措置の内容と措置状況は。 

エ 激変緩和措置が廃止された場合の保険料の想定と世帯に対する負

担は。 

(3) インセンティブ交付金等の過去３年間の交付額と充当先、また交付

対象となった内容、事業とその成果は。 
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発言順位・議員名・会派名 17 田郷 正 日本共産党議員団 

項  目 内     容 

１ 自治体ＤＸ（デジタ

ル・トランスフォーメ

ーション）推進は「住

民福祉の増進」に生か

されるのか 

(1) ＤＸ推進体制の構築にどう対応していくのか。 

(2) 個人情報保護や市民サービスを堅持できるのか。 

(3) マイナンバーの利用拡大の影響はどうか。 

(4) 職員削減はしてはならない。 

２ 2023年度予算要望

について 

(1) 次の要求項目の検討状況と見解は。 

ア 女性管理職の登用を 50％にすること。 

イ 介護保険制度の改悪を許さないこと。 

ウ 生活保護世帯への灯油代・電気代の補助と物価高騰手当の支給を

すること。 

エ 高齢者や障がい者が市役所東玄関から長い距離を歩かなくても済

むようにすること。 

オ 住宅・店舗リフォーム助成制度を継続・拡充し、希望者全員に対

応すること。 

カ 学童保育所の施設を早急に改善すること。 

発言順位・議員名・会派名 18 安田 高玄 太陽クラブ 

項  目 内     容 

１ 東近江元旦健康マ

ラソン大会について 

(1) 第１回から前回大会までの参加者総数及び今大会のエントリー数に

ついて伺う。 

(2) 東近江元旦健康マラソン大会が今回で終了する理由について伺う。 

(3) 東近江元旦健康マラソン大会がもたらした成果について伺う。 

(4) その成果を本市はどのような形で生かしているか伺う。 

(5) 引き継がれる大会の詳細な計画について伺う。 

２ 公共施設のトイレ

問題について 

(1) 市内公共施設の洋式、和式トイレの比率及び洋式化されていないト

イレを把握しているか伺う。 

(2) 洋式、和式トイレの利用率などのトイレ事情を把握しているか伺う。 

(3) 和式トイレのみで改修されない理由について伺う。 

(4) 公共施設のトイレ改修計画について伺う。 

発言順位・議員名・会派名 19 櫻 直美 太陽クラブ 

項  目 内     容 

１ コミュニティセン

ターについて 

 

(1) 新たに活動を開始し、センターで新規登録された団体について伺う。 

(2) 新しく活動を開始される団体の割合の目標値を設定し、推進するこ

とについて伺う。 

(3) 新規活動団体の利用に際し、どんな審査が必要か。 
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(4) センターの個人利用のルールについて伺う。 

(5) フリースペースの確保について、市の考えは。 

(6) 早朝の利用について、市の考えは。 

(7) 指定管理者の判断で、物販や教室事業などを実施することは可能か。 

(8) 「社会教育・福祉・まちづくり」と関連の薄い企業活動などについ

ても、市民活動と同じ予約体制・同じ料金で貸館が行われているが、

ルールの改定が必要ではないか。 

(9) センターでの政治的活動・宗教的活動利用について、具体例を伺う。 

(10) センターの利用のルールは市で統一、それとも各館で柔軟に対応す

べきと考えるか。 

(11) センターは公民館以上の大きな役割を担っており、新しい戦略が立

てられるよう、条例の改正が必要ではないか。 

(12) センター利用のルールを、市のホームページでもう少し詳しく公表

すべきと考えるが、市の考えは。 

２ 防犯カメラを活用し

た地域の安心・安全の

推進について 

「防犯カメラ設置中」の看板等を市が配布することについて、市の考

えは。 

発言順位・議員名・会派名 20 辻 英幸 太陽クラブ 

項  目 内     容 

１ 本市の廃棄物処理

業務について 

(1) 日野清掃センター稼働終了後、2027年度の新施設稼働は可能か。 

(2) 日野清掃センター焼却炉の寿命は。 

(3) 日野清掃センターの建設コストは。 

(4) それにかかる本市の負担額と根拠は。 

(5) 新施設が現在の焼却炉同様のガス化溶融炉とした場合の建設コスト

は。 

(6) 日野清掃センターのごみ処理にかかる運転・維持管理費用は。 

(7) 本市の可燃ごみ収集運搬費用は。 

(8) 現状日野清掃センターで処理されるごみの種別は。 

(9) 直近３年の本市のごみ排出量の推移と減量の目標値は。 

(10) 本市のごみ削減に対する取組は。 

 

発言順位・議員名・会派名 21 戸嶋 幸司 太陽クラブ 

項  目 内     容 

１ 子育て支援事業に

ついて 

(1) 能登川子育て支援センターについて。 

ア 現施設に移転した経緯は。 

イ 直近の利用者数の推移は。 

(2) 一時預かり事業について。 
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ア ネット検索でヒットしないことを把握しているか。 

イ 料金設定の根拠は。 

ウ 利用期間に制限はないか。 

(3) ファミリー・サポート・センター事業について。 

会員増加に向けての取組は。 

 


